





































































































































































































































9） S/PV. 3988, 24March 1999.
10）S/PV. 3988, 24March 1999.
11）S/PV. 3989, 26March 1999; S/1999/328（1999）, 26March 1999.
12）人道的介入の合法性の議論に関しては以下の文献を参考にした。Chesterman（2001）, Byers and Chesterman
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